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校庭の桜、春爛漫です 

 

 
 

安倉中の皆さんに大切にしてほしい三つの柱 
◎どんどん学び 
〇安倉中の皆さんは、学校生活の大半を占める 1時間 1時間の授業を大切にしてい

ってください。授業に集中して、ともに学ぶ意味をかみしめて学校生活を有意義なも

のとしてください。また、授業のほかでの様々な学びも大切にしていきましょう。 

〇安倉中の皆さんの主体的で対話的な深い学びを実現させるためにも、安倉中教職

員は、授業を大切にして、皆さんに学ぶ楽しさを実感させられるような取り組みを進

めていきます。それにより皆さんは、色々なことに興味を持って学ぶ意欲をどんどん

育てていってほしいと思っています。 

◎いきいき活動 
〇生き生きとした活動が積み重なる毎日には、自然と基本的生活習慣も確立されて

いきます。生活のルールをしっかりと守っていく小さな丁寧な声掛けからの生徒の皆

さんへの関わりを実践していきます。 

〇安倉中教職員は、熱い想いと優しく温かい心で安倉中の皆さんに接していきます。 

◎みんなで感動 
〇心に響く感動のある学校を目指しましょう。この安倉中学校が、生徒全員にとって居

心地のいい場所となることを願っています。 

〇そのためには、お互いがお互いを認め合える関係づくりが必要です。 

〇そのためには、安倉中の皆さんそれぞれが自分の力を信じて大切にできる自己肯

定感をはぐくんでほしいと思っています。そうすると他者へのやさしさや思いやりをさ

りげなく表現でき、他者からのやさしさも素直に感じることができるしなやかな心が

育っていくことと思います。 

〇安倉中のみなさんは、行事などに素晴らしい力を発揮し、団結し、大きな感動を巻き

起こすことができます。また、大きな行事のほかにも毎日の生活の中からの小さな

感動の積み重ねからあたたかい心を育ててくれるのも安倉中の皆さんです。小さな

こともみんなで感動できる姿勢をこれからも大きく育てていきましょう。 

●「安倉中 愛」「愛ことば」 
〇全校生が愛することのできる安倉中を育てていきましょう。また、保護者や地域の人

など誰からも愛してもらえる安倉中をこれからも育てていきましょう。 

〇「愛」は、出会いから始まり、他者を思いやる愛、励まし合い、助け合い、認め合い。 



〇「愛」の「あ」は、何にでも「ありがとう」と思える感謝の心。 

〇「愛」の「あ」は、誰にでも自然にその人なりのさりげない「あいさつ」をする心。 

〇「愛」の「い」は、たった一つだけの尊い「いのち」。自分の命も他者の命を大切に

する心、思いやりの心。 

〇「愛」の「い」は、「いじめがない」そしてどんな差別も許さない強くてやさしい心。 

〇安倉中がこれからも愛であふれる学校になるために頑張っていきましょう。 

〇「愛ことば」として心に響く言葉を丁寧に大切にする取組を全校で進めてい

きます。 

 

 

 

皆さんの春休みは、充実していたでしょうか。

学校の春休みは、年度の代わりの時であり、実は

休みとはいうものの転勤する先生たちはもちろ

んですが、そうでない先生たちも旧年度のまとめ

や新年度の準備で結構忙しいものです。４月に入

れば、新年度に皆さんを迎える準備のためスター

トダッシュなのです。 

そんな中で、申し訳ありませんでしたが、３年

目を迎える安倉中愛の取組に何か新しいことは

ないものかとポカ～ンと考えていました。（この

時の顔は誰にも見られていなくて良かったです。） 

安倉中と言えば愛です。『あくらちゅう愛』の上のロゴ

マークも皆さんに親しんでいただき、うれしい限りです。

しかし、校内の戸締りの時にお目にかかった茶華道部室の 

掲示物「現状
げんじょう

維持
い じ

は衰退
すいたい

」との言葉が心に残っており、 

これからも、もっと安倉中の皆さんにとって居心地のいい

学校とするためにと考えていると… 

閃
ひらめ

いたのは右のものです。『安倉中の真ん中には「あい」 

がある！』を一発で表現することができました。（かな？） 

安倉中学校として左に挙げた取組をさらに具体的で新

しいものを目指しながら様々なことに挑戦していきたいと

考えています。このロゴマークはそんな安倉中学校の志か

ら生まれたと言えば大げさですが、常に進化！新化！深

化！していければと考えています。 

今年度もこの「愛ことば」と共にどうぞよろしくお願い

いたします。 
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